
第２３回資金管理業務諮問委員会 議事概要    
 
１．日時：２００８年３月１８日（火）１３時３０分～１５時４５分 
２．場所：財団法人自動車リサイクル促進センター 第１・第２会議室 
３．出席者：永田委員長、鬼沢委員、小島委員、酒井委員、辰巳委員、 

細田委員、米澤委員 
４．議題：①平成２０年度事業計画（案）、平成２０年度収支予算書(案)及び

平成２０年度特定再資源化預託金等の出えんについて         
     ②資金管理業務規程の変更について 

③平成２０年度再資源化預託金等運用計画（案）について  
④平成１９年度第３四半期の決算報告について 
⑤平成１９年度第３四半期の運用の評価について 
⑥資金管理料金特別会計における資金の運用について 
⑦内部監査の結果について 

   
５．議事概要 

※ 本議事概要では委員の主な意見、決定事項を中心にまとめており、

資料に関連する質疑については後日、議事録を公表いたします。 
（１）議題①について 

平成２０年度事業計画（案）、平成２０年度収支予算書(案)及び平成２

０年度特定再資源化預託金等の出えんについて、資料３－１から資料

３－１０を使用して事務局から説明。案のとおり了承された。 
委員からは次のような意見があった。 
 

＜意見＞  （注）〇は委員、●は事務局 
○ 輸出返還台数は平成２０年度からは定常状態で１３９万台となり、以

後もこれくらいで発生するということか。 
○ 輸出返還台数はまだ少し増えるであろう。 
○  資料３－５の写真のような状況を写真・映像情報としてホームページ 

で公開することはできないか。不法投棄現場が撤去によってきれいに

され、それに要する費用にリサイクル料金が使われていることを示し

たい。 
● ＨＰに掲載します。 
○ 資料３－３の平成１９年度情報管理預託金の払渡し台数実績(１月末

累計)において、１３０円と２３０円の比率が予算と大きく違ってしま

ったのはなぜか。 



● 平成１９年度予算作成時には、当時の実績傾向を基に引取時預託台数

（２３０円の払渡台数）が多いと想定したが、実際は引取時預託台数が

少なかったことによるもの。 
○ 資料３－３の輸出返還について、１台当たりの返還単価が上がってい

るが、以前はどのような傾向だったのか。また、輸出返還自動車の国別・

車種別の情報はあるのか。 
● 国別・車種別のシステム情報はない。なお、輸出自動車は大型化して

おり、車齢の若い自動車が多いといわれていることが、返還単価が上が

る理由と推定できる。 
○ ＡＳＲの処理費用の割合が設計段階では低下傾向となると思っていた

が、自動車の大型化もあり、ＡＳＲ単価は上昇しているので、どのよう

になっているのかを観測してもらう必要がある。これは合同審議会での

話かもしれないが。 
 
（２）議題②について 
   資金管理業務規程の変更について、資料４を使用して事務局から説明。

案のとおり了承された。 
   委員からは次のような意見があった。     
＜意見＞  （注）〇は委員、●は事務局 
○ 提案どおりになった場合、どう変わるのか。 
● 今後は１０年限の債券購入が主となるため、１０年限のものがない金

融債は減少し、社債に変わっていく。 
 
（３）議題③について 

平成２０年度再資源化預託金等運用計画（案）について、資料５を使用

して事務局から説明。案のとおり了承された。   
 

（４）議題④について 
平成１９年度第３四半期の決算報告について、資料６－１から資料６－

７を使用して事務局から説明。案のとおり了承された。 
   
（５）議題⑤について 
     平成１９年度第３四半期の運用の評価について、資料７－１から資料７ 
     －２を使用して事務局から説明。案のとおり了承された。 
 
（６）議題⑥について 



   資金管理料金特別会計における資金の運用について、資料８を使用して

事務局から説明。案のとおり了承された。 
   委員からは次のような意見があった。     
＜意見＞  （注）〇は委員、●は事務局 
  ○ 資金管理料金特別会計の収支見通しはどうなるのか。 
  ● 計画では１１年収支均衡としており、６月に状況を報告する。 
 
（７）議題⑦について 

内部監査の結果について、資料９－１から資料９－２を使用して事務局か

ら報告した。委員からは次のような意見があった。     
＜意見＞  （注）〇は委員 
○ 監査の指摘を厳しくしすぎて、効率を落とすことがないように留意

してほしい。 
以上  


